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1. 研究成果の概要 

 

① 研究構想にかかる成果 

 

＜実施したこと＞ 

NAD（ニコチンアミドアデニンジヌクレオチド）由来天然物生合成遺伝子発現による新規天然物ファミリー

開拓のために、各種微生物の培養条件の最適化を行った。CqsA 酵素反応中間体エネルギー最適化構造を、

生合成酵素 SbzP ホモログのホモロジーモデルにドッキングし、quinonoid 中間体 Ca-NAD C4 の距離が近い

酵素をデータベースよりスクリーニングした。SbzP 生合成下流のアシル基転移酵素 SbzI と基質複合体の X 線

結晶構造を解明し、構造を元に変異導入した。また、SbzP 生合成下流のスルホンアミド合成に関わる酸化

酵素 SbzJ の構造機能解析を行った。 

 

＜得られた成果＞ 

NAD 由来天然物生産のために必要な、培地添加物を見出し、新規 NAD 由来天然物を一種単離し、そ

の平面構造を決定することに成功した。SbzP ホモログのうち、CqsA 型の反応を触媒する可能性がある酵素

を見出し、今後の酵素改変、ゲノムマイニングに有益な結果が得られた。SbzI 構造を元に変異導入を行い、

基質範囲を拡大し、アルキル基の結合したアザインダンジヌクレオチド誘導体を生成した。SbzJ の X 線結晶構

造と基質特異性を明らかにした。 

 

② 国際頭脳循環の促進にかかる成果 

 

＜実施したこと＞ 

2025 年 1 月に淡川孝義が Bradley Moore 教授の研究室を訪問し、来年度以降の研究計画についてデ

ィスカッションを行った。2025 年 1 月に淡川孝義、阿部郁朗が 5th International Conference on Natural 

Product Discovery に参加し、生合成分野での最新鋭の研究知見の収集を行った。 

 

＜得られた成果＞ 

Bradley Moore 教授とのディスカッションにより、今後の研究計画への協力、日本人学生の受け入れ体制の

強化に関する体制を強化した。海外学会において、世界的な生合成分野でのビッグデータの使用方法 

や、酵素工学のトレンドについて、得られた知見をアップデートした。 
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